
専門職大学院における教育研究活動等に関する実態調査（令和３年５月）　別紙
４．①　教育課程連携協議会の設置状況　関連

1 2 3 4

1 ✔ 弦間　明 株式会社資生堂・特別顧問 元日本取締役協会副会長

2 ✔ 西 山  大 輔
丸紅株式会社・海外電力プロ
ジェクト第三部　部長代理

3 ✔ 馬 場  靖 憲 
東京大学名誉教授、麗澤大学
経済学部特任教授 元東京大学教授

4 ✔ 大 澤  幸 生 
東京大学大学院工学系研究科
システム創成学専攻・教授

5 ✔ 田中　里沙　 事業構想大学院大学学長

6 ✔ 一條　和生
事業構想大学院大学
プロボスト

7 ✔ 谷野　豊　　
事業構想大学院大学
事業構想研究科長

8 ✔ 重藤　さわ子 事業構想大学院大学　准教授

9 ✔ 小端　進
学校法人先端教育機構・専務
理事/事業構想大学院大学教授

区分計 5 4 0 0
人数計
※複数区分に該当する者がいる場合、人数計と各区分の合計は一致しません。

9

構成員区分

教育課程連携協議会構成員名簿

番号 氏名 年齢 現所属及び役職名
当該専門職大学院の課程に係る職業に関す
る主な経歴

（事業構想大学院大学事業構想専攻）



【備考（作成上の注意）】
①　令和３年５月１日現在において、専門職大学院設置基準第６条の２第２項にある構成員区分毎に人数が把握できる形で提出してください。
　・　区分１：学長又は当該専門職大学院に置かれる研究科（学校教育法第百条ただし書に規定する組織を含む。）の長（以下、「学長等」と
　　　　　　　いう。）が指名する教員その他の職員
　・　区分２：「当該専門職大学院の課程に係る職業に就いている者又は当該職業に関連する事業を行う者」による団体のうち、広範囲の地域
　　　　　　　で活動するものの関係者であって、当該職業の実務に関し豊富な経験を有するもの
　・　区分３：地方公共団体の職員、地域の事業者による団体の関係者その他の地域の関係者
　・　区分４：当該専門職大学院を置く大学の教員その他の職員以外の者であって学長等が必要と認めるもの（区分１～３以外の者）
②　氏名を記載しての提出が難しい場合、”区分”、”現所属及び役職名”欄等、どのような人物で編成されているかわかる範囲の記載で結構ですが、
　区分２は該当者の所属企業等ではなく、職能団体や業界団体等の名称と当該団体における役職を記載してください。
③　構成員について一部検討中の場合、基盤となる既存のアドバイザリーボード等がある場合はその構成員で作成し、既存のアドバイザリー
　ボード等がない場合は召集予定の人物像を経歴欄に記入する等、予定上のもので作成してください。
④　この様式を使用する場合の注意点
　・　構成員の数に応じ、適宜枠を増やして記入すること。
　・　「人数計」欄は「番号」欄を参照しているため、番号を記入するとともに、使用していない行には番号を記入しないこと。

※本調査の目的は教育課程連携協議会がどのような人物で編成されているかを把握することです。
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